
３　自己評価総括表

大項目 小項目
開かれた学校づ
くり

①小中学校等訪
問
②PTA・同窓会と
の意見交換
③広報活動

①近隣校延べ100校
以上
②延べ20回以上
③学校案内名刺5000
枚配布

・年2回の公開授業の実施
・学校運営協議会の開催
・PTA役員会、保護者会
・学校HP、インスタグラム、
ブログの更新頻度の向上

Ａ

近隣の小中学校を中心に校長
をはじめ多くの職員で延べ200
校以上訪問した。また、近隣の
高校と協力し、各校の特色を紹
介するチラシを近隣の中学生
及び小学校５，６年生全員に配
付するなど充実した広報活動
を行った。今後もより多くの生
徒に周知する取組を実践して
いく。

学校の魅力化 ①入学希望者数
②学校説明会参
加者数

①中学140人、高校
200人以上
②中学150人、高校
250人以上

・体験入学及び学校紹介
の充実
・個別最適な学びの学習
環境の確立
・ICTを活用した探究型授
業の実践
・海外進学ガイダンスの実
施 Ｂ

・平成３０年度入学者選抜を最
後に、受検者１４０名以上を達
成できていない。学校説明会に
参加する６年生は既に本校受
検を決めている児童が多い。
受検を決めていない５年生を
対象にした体験授業等の実施
が必要と考える。
・中高一貫をPRするために学
校案内のイメージの統一化し、
中・高セットで案内を配布した。
QRコードを掲載したカードを作
成し本校HPや動画へのアクセ
スを促した。

本校独自の中高
一貫教育プログ
ラムの開発と実
践

生徒の本校での
学びに対する満
足度

中高一貫の特色を活
かした新たな学びの
形をめざすための職
員研修を年４回実施

・一人一台端末整備を活
かした学び直しコンテンツ
等の充実
・学びのコンテンツの中高
間のスムーズな往還・共有 Ｂ

新学習指導要領に基づいた中
高一貫６年間の学びを見据え
た授業改善を実践するための
職員研修を年間４回、延べ10
時間以上実施した。個別最適
な学びの充実を目指した各教
科の取組を今後も継続してい
く。

時間外従事時間 前年比10%削減 ・ＩＣＴ活用による業務の効
率化
・部活動指導方針の遵守、
顧問の指導時間の分担
・月１回の定時退勤日の設
定
・８月定時出退勤月間の設
定

Ｂ

・各種調査、授業での小テス
ト、採点などでＩＣＴを活用し、効
率化を図った。
・部活動での休息日の確保や
活動時間の徹底ができた。顧
問の指導時間の分担はあまり
なされていない。
・時間外従事時間約10％削減

教職員の健康増
進及び福祉の確
保

年休取得12日以上 ・学校閉庁日の設定
･メンタルヘルス職員研修
の実施
・衛生委員会の充実 Ａ

・年休取得12.2日を達成
・長時間勤務者が固定してお
り、業務の平準化が課題
・衛生委員会で毎月職員の健
康状態、業務負担状況を確認
し、指導・助言や産業医面談を
行った。

１　学校教育目標
　熊本県教育委員会の「令和４年度県立中学校・高等学校における教育指導の重点」及び「令和４年度人権教育取組の方
向」等を中心に据えながら、全職員が教育者としての自覚と使命感、教育的愛情と人権感覚を持ち、資質と指導力の向上
に努め、生徒一人ひとりの個性を伸ばしながら、知・徳・体の調和が取れ、自ら学び、自ら考え、自ら行動し、たくましく生き
る力を備えた将来のリーダーとなる青年の育成に努める。さらに、本校建学の精神である「質実剛健」のもと百年を超える
伝統を継承しつつ、中高一貫教育校として新たな発展と創造をめざす。
　中高一貫教育校としての利点を生かし、効果的な教育のあり方を研究するとともに、地域との連携をより一層深め、地域
に開かれた特色ある学校づくりに努める。

２　本年度の目標
(1) 生徒指導（自ら考え自ら行動する生徒の育成）
(2) 学習指導（『担当者の顔の見える授業』『感動を与える授業』の実践と自学力の育成）
(3) 進路指導（キャリア教育を基盤とした一人ひとりの進路の夢を実現させる進路指導）
(4) 豊かな人間性と人権感覚を備えた生徒の育成
(5) 社会に貢献し、未来を切り拓く力を持った生徒の育成
(6) 中高６年間一貫教育（魅力ある教育課程の研究と実践）
(7) スーパーサイエンスハイスクールの推進
(8) 開かれた学校づくり

評価 成果と課題

業務改善・働き方
改革

学校
経営

熊本県立宇土中学校　令和４年度（２０２２年度）学校評価表

評価の観点 具体的目標 具体的方策評価項目



大項目 小項目
評価 成果と課題評価の観点 具体的目標 具体的方策評価項目

授業の充実 全ての生徒が意
欲的に授業に参
加する授業の実
践

・生徒の理解度及び
満足度90％以上の達
成
・生徒U-KI指数45%以
上

・個別最適な学び、協働的
な学びを踏まえた授業開
発
・授業時数の確保
・研究授業・職員研修の充
実

Ｂ

・理解度や満足度を高めるた
めに、個別最適な学びと協働
的な学びを更に一体的に充実
させるとともに、単元のまとまり
ごとに短いスパンで理解度を
確認していくことが課題であ
る。

自学力の育成 宅習時間の確保
と定期考査の成
績向上

宅習時間調査で、校
内平均平日：９０分以
上、休日：１５０分以上

・生徒に見通しを持たせる
指導
・オンライン課題を含む自
宅学習指導の工夫
・個別指導の充実 Ｂ

・一斉一律の課題では、生徒
が学びに向かいにくい側面が
ある。個に応じた課題の設定
や自学の充実、生徒自身が学
びを管理するのを支援するス
ケジュール帳の活用などを検
討していきたい。
・オンライン上のコンテンツの充
実を各教科に拡充していきた
い。

自己の発見と
キャリアの基礎構
築

教科・総合的な学
習の時間・学校
行事・生徒会活
動等での自己の
強み発見

・自身の個性・強みを
考えた目標設定度９
０％以上

・キャリアパスポートによる
振り返り
・二者面談、三者面談での
対話的関わり Ｂ

・小学校からの内容も含め、面
談の中で、対話的に関わること
ができた。
・キャリアパスポートのより効果
的な活用について確認や検討
を行いたい。

系統的な進路学
習による進路意
識の向上

・学習実態調査にお
ける進路に関する質
問で、進路について
考えている生徒の割
合９０％以上

・年２回以上の進路講話
・インターンシップ
　（中止の場合は有名企業
とのワークショップ）
・パネルディスカッション
・学力推移調査の活用

Ｂ

・進路講話を学年ごとや中学集
会、中学保護者会で２回以上
行った。
・生徒が自己のキャリアについ
て考える機会を定期的にとるこ
とができた。
・社会の変化に応じた内容を考
える必要がある。

将来を見通した
キャリア構想

ＩＣＴを活用した個
別のキャリアパス
ポートの作成・運
用による指導の
充実

・生徒全員作成し、主
体的な学びにつなげ
る

・Google　classroomの活
用
・毎学期の振り返りと改善
・個別のフィードバック

Ｂ

・Google　classroomで１００％
作成し、年度始め、１学期末、
２学期末に入力させることで振
り返らせるとともに、個別に対
応しながら改善を促すことがで
きた。
・クラウド上でのキャリアパス
ポートの運用は、軌道に乗って
きた。内容について、更なる個
別対応が必要である。

スムーズな中高
接続のための情
報提供の充実

・宇土高校の情報提
供に関する満足度９
０％以上

・高校教務部と進路指導
部と連携したガイダンス
・研究開発部と連携した宇
土未来探究講座
・高校生との関わり
・学年ごとの保護者への情
報発信

Ｂ

・他校を受験する生徒が減少し
た。（R3 11人 R4 7人 R5 4人）
・生徒や保護者が宇土高校の
情報に対して、どのようなニー
ズがあるのか確認し、対応した
情報提供が課題である。

服装・あいさつ・
掃除の徹底

全職員による生徒指
導と生徒に寄り添った
配慮ある対応の実践
度80％以上

・教師は授業開始１分前ま
でに教室入室
・学年集会時の整容検査
の徹底
・気づく力を育む清掃活動
の指導

Ｂ

・服装頭髪に関して、ほとんど
の生徒が指導しなくても自分で
できている。
・清掃活動の指示待ちの生徒
にに関して、指導の工夫改善
が必要。

交通ルールの遵
守とマナーの向
上

交通ルール遵守率
90％以上、交通事故
等１％以内

・定期的な交通指導
・啓発用のチラシの作成と
掲示
・交通安全教室の実施

Ｂ

・全体的な交通ルール遵守は
できているが、若干名の違反
する生徒がいるため、丁寧な
指導が必要。

生徒会中心の行
事の運営

生徒会主催の行事の
企画・運営の充実、ア
ンケートによる満足度
90％以上

生徒総会、文化祭、クラス
マッチの見直しと、より一
層の充実

Ａ

・生徒主体の行事や発表等を
定期的に実施することができ
た。
・年間計画を作成することで、
見通しを持って活動させること
ができた。
・生徒会や有志生徒の発案に
より、前向きな新しい取組を生
み出した。

基本的生活習慣
の確立

学力
向上

自主性や社会性
及び公共性を身
につける

生徒
指導

キャリ
ア教
育
（進路
指導）



大項目 小項目
評価 成果と課題評価の観点 具体的目標 具体的方策評価項目

各種委員会活動
の活性化

目標の明確化、生徒
自ら動く委員会活動
の実践、達成感90％
以上
Google classroomを
活用したアンケートの
実施

・生徒会執行部の主体に
よる各種委員会の開催と
年間計画に沿った活動の
実施
・各種委員会の常時活動
の活性化

Ｂ

・複数の委員会同士が連携し
た年間計画のプロトタイプをつ
くることができたので、今後さら
に洗練させていく。
・各学年の行事が忙しい時に
は、常時活動を行うことができ
ないこともあった。

命を大切にする
心を育む指導

自他の人格を大
切にし、あらゆる
差別の解消をめ
ざす生徒の育成

・自他を尊重する意欲
や態度の育成
・他者を共感的に受
容するコミュニケー
ション力の育成

・人権作文、標語等の作成
や応募
・各クラスや中学集会での
啓発
・人権ＬＨＲや講演会の実
施

Ｂ

・生徒が抱える人権に関する課
題に対して、全ての生徒が深く
考え、思いを表現することがで
きた。
・各クラスでの啓発をさらに活
性化する。

人権教育の指導
方法の改善・充
実

学校の教育活動
全体を通じた人
権教育の推進と
組織的な取組

・学期1回の人権教育
LHRの実施
・学期1回の職員研修
の実施

・全職員による共通理解と
実践
・各種研修会１回以上の参
加
・家庭、地域への啓発 Ｂ

・生徒個別の課題に関して共
通理解ができた。
・高校との連携による校内研修
や宇城学人権等の研修会に中
学部全体で参加した。
・「振り返りシート」を利用した。
・職員研修の充実。特に、中学
部の課題に応じた研修を計画
する。

生徒の特性に合
わせた支援の充
実

・個別の教育支援計
画及び指導計画を基
に、対象生徒全員を
支援できている。
・不登校傾向生徒全
員へのアプローチと
個に応じた対応がで
きている。

・全職員による共通理解と
実践
・外部講師による職員研修
の実施
・ＩＣＴを活用した学習支援
の充実
・保護者や専門機関との
連携と組織的な支援

Ｂ

・共通理解のもと、個に応じた
支援ができている。
・今後も保護者、専門機関と連
携をし、さらなる個に応じた対
応の充実が必要。

ストレス反応を示
す生徒への支援

・該当生徒の早期発
見、早期対応ができ
ている。
・ストレス対処の基本
的スキルが向上して
いる。

・スクールカウンセラーと
の定期的な面談の実施
・ストレスマネジメント講話
の実施（中２） Ｂ

・心と体の振り返りシートの結
果などを活用し効果的な面談
ができている。
・スクールカウンセラー講話後
の生徒アンケートでは役に立っ
たと97％が回答。今後も継続し
て実施をする。

いじめを起こさな
い学校作り

アンケートによる現状
把握を毎月実施す
る。

・アンケートによる現状把
握、情報収集、共通理解
・生徒による「心のきずな
を深める月間」の取組 Ｂ

・アンケートや担任と生徒との
対話により、現状を把握し、解
決に向けての取組ができた。
・教師主導の取組になってし
まった。
・生徒が主体的に取り組む場
面が少なかった。

いじめ問題に向
けた組織的対応

・いじめが解消され
た」という回答100％

・情報集約担当者の活用
・保護者や関係機関との
連携

Ｂ
・学年や保護者、ＳＣとの連携
が取れた。

コミュニティ・ス
クールの活性化

学校運営協議会
の開催

・年2回の学校運営協
議会を開催

教育課程の編成、学校経
営計画、防災体制等、学
校全般について協議を行
う。 Ａ

・年２回の学校運営協議会を開
催した。
・学校経営計画、防災体制等、
地域への情報発信、働き方改
革等貴重なご意見をいただい
た。

地域との連携 地域住民・組織と
の連携

地域住民・組織・公的
機関との連携・協働
が学びの充実に繋
がっている。

『宇土未来探究講座』にお
いて、地域住民・組織・公
的機関から講師を招聘す
る。

Ａ

専門分野の方々による多様な
視点からの指導や支援が感動
や学びの充実に繋がった。

利用しやすい図
書館作り

図書館を利用者
が増加している
か。

図書館からの情報発
信の充実により、来
館者が昨年度より
10％増加。

・校内読書月間の実施
・広報誌『らいぶらりぃたい
むず』の定期的発行
・特設図書コーナーや展示
の工夫
・HPブログでの情報発信

Ｂ

成果：図書委員が輪番で広報
誌の発行を行った。また、高校
図書委員の助力もあって、展
示の工夫にも取り組んだ。課
題：一人一台端末の普及もあ
り、図書館の利用者が減少し
た。

読書活動の充実 生徒の読書意欲
が向上している
か。

80%以上の生徒に読
書意欲の向上が見ら
れる。

・学校の読書計画に従い、
３年間を見通して朝読書に
取り組む。
・多読クラスマッチ実施 Ｂ

成果：年度当初のオリエンテー
ションや朝読書の活動、多読ク
ラスマッチに取り組んだ。課題：
他の活動に朝読書の時間が置
き換えられる状況が少なくな
い。

特別
支援
教育

自主性や社会性
及び公共性を身
につける

生徒
指導

人権
教育
の
推進

図書
館活
動

いじ
めの
防止
等

地域
連携
（ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ・ｽ
ｸｰﾙ
など）

いじめの問題に
向けた生徒と職
員の協働

特別な支援を必
要とする生徒へ
の適切な支援と
対応



大項目 小項目
評価 成果と課題評価の観点 具体的目標 具体的方策評価項目

6年間を見通した宇土
未来探究講座「卒業
研究」と高校「ロジック
プログラムの接続体
制の充実

・ロジックスーパープレゼン
テーションによる探究活動
の成果の共有
・中間発表会等、情報交換
する機会の設定

Ｂ

成果：本校６年間を通した探究
活動の流れを整理することが
できた。課題：一部の生徒、一
部の研究テーマでなく、様々な
探究テーマを支援する体制構
築

探究活動のガイダン
ス機能及び情報共有
の機会の充実

・卒業研究のテーマ設定に
関するガイダンス実施
・高校生の研究成果・デジ
タルデータの共有

Ｂ

成果：高校教員が中学卒業研
究に関わる機会を増加、デジタ
ルデータの共有。課題：探究の
手法や指導方法の共有

申請に向けた研
究開発の目的・
目標の設定、研
究開発の内容・
実施方法・検証
評価方法の設定

研究開発課題の
設定

多角的に成果と課題
を分析し、第三期申
請につながる研究開
発課題を設定する。

・卒業生追跡調査
・在校生意識調査
・職員アンケート
・量的質的調査
・生徒の変容の把握

Ｂ

成果：中進生に対してSSH事業
に取り組むことによるヴィジョン
を提示すること、資質・能力を
多様に評価する手法を開発。
課題：校内での共有方法、課
題の分析と方向性の決定

・中高一貫の学びの充実を目指し、授業改善も踏まえた観点別評価の適正な実施を進めることで、
定期考査の見直しなど、より充実した学習活動を展開していく。
・ＳＳＨの研究開発の成果やＩＣＴの先導的取組を日頃の学習集活動に融合した新たな学びのスタ
イルを明確に打ち出す。
・本校の強みを地域をはじめ、より多くの方々へ周知するため、広報や情報発信内容及び発信方法
に工夫を行う。
・生徒が自ら活動する時間を確保するために、日課、教育課程、課題、考査、通学手段などについ
て抜本的に見直しを行い、生徒が主体的に学ぶ学校にする。

４　学校関係者評価
・宇土中高の様々な取組について「なぜやるのか？」などを発信していけば、周りの理解が増すの
ではないか。特に、海外との交流は魅力と感じている。
・探究の「問い」を創る授業は、大学の二次対策をはじめ今の入試に適応していると思われる。
・参観した授業では、教師の発問に対し、生徒たちが様々な角度からグループで考え取り組んでい
た。
・生徒たちはタブレットを使いながら授業時間を効果的に活用しており、限られた時間で本当に身
につけたい力がつくと感じた。
・観点別評価の適正な実施に伴う定期考査のあり方見直しは大変興味深い。
・近隣の小中学校との連携や情報共有は重要である。特に、交通指導に関する情報共有やルールの
統一などの検討も必要ではないか。

５　総合評価
・新しい学習指導要領の導入に伴い、過年度より実施してきた職員研修を更に充実させ、観点別評
価の適正な実施及び協働的な学びの充実に向けた取組を進めることができた。
・ＳＳＨ第Ⅲ期申請に向け、第Ⅱ期までの取組であるUTO-LOGICや探究の「問い」を創る取組等を
深化させた新たな教育課程を検討し、より充実した教育活動へとつなげている。
・宇土市及び宇城市の県立高校と連携し、近隣及び熊本市の小中学校に本校のＰＲチラシを配付す
るとともに、公道沿いのＬＥＤビジョンを活用し、半年にわたりＰＲ動画を流し続けた。
・遠方から通学する生徒の利便性向上を図るため、バイク通学に関する条件を緩和した。
・学校安全に関する取組として防犯カメラの設置を新たに行った。

６　次年度への課題・改善方策

SSH 中間評価におい
て、指摘を受けた
事項の改善・対
応

指導方法及び評
価方法の体系化


